なって 来た。 彼女 は、 一生、 此の 只 独りで 感じ、 独り 

で 燃える 愛情に 苦しまなければ ならない のか？ (十九 

日) 

彼女 は、 はっきりと 

自分の 裡に 自分 を 殺す ものが ひそんで 居る！ 

と 云う こと を 感じた。 

自分 を 殺す 力 は、 同時に 自分 を 活かす 力で ある。 そ 

の 力 を はたらかせる 力の 強弱に よ つ て 自分 は 生き も 死 

にもす る。 そして、 死と 云う もの も、 あるとき は、 あ 

まりに 強く 自分 を 誘う。 



る。 自分 は M に pity を 感じ、 K に は、 かなり 尊敬の 

混った 愛情 を 感じて 居る。 K に対して、 自分の 心 は、 

殆ど 恋と 云っても いい 位の ものに なって 居る。 けれど 

も、 それ を 発表す る こと は、 絶対に 自分自身に 禁じる _ 

何故ならば、 やがてもう 一 二 年 も 立つ と、 今までの 多 

くと 同様 ふまれるべき ものと なって しまう ことが、 自 

分に 分つ て 居る からで ある。 

自分の 足の 下に ふまえる に は 残しい 尊 さが 彼の 中に 

は ある。 

其 故 自分 は、 彼に 対して 友達で あろうと 努める ので 

ある。 



〇 人間が ひま だと、 ろくな こと を しないと 云う の は 

ほんとう だ。 

孔子が、 小人 閑居して 不善 を 為す と 云った の は、 

さすが 

流石に 孔子 様 だ。 今 私 は、 自分で 困る ほど ひま だ。 否、 

強いて ひまに させられて 居る。 何 かしなければ ならな 

いと、 心に 思って 居ても、 現在す る ことがない と、 下 

らな いこと を 思う。 彼の (郡 山へ 来る ときの つて 居た 

水兵の) 言葉で はない が、 雑念が 起って 来る。 

その 雑念の 起って 来る こと は、 小人の 所以であろう 

が、 又 自分に は、 尊い ところであろう とも 思う。 



頭に 降り かかって 来る。 

〇 ドスト イエ フス キ ー の 罪と 罰 を よんだ あとで、 漱 

石 氏の 明暗 をよ む。 全くお どろく。 先に 浜 岡 氏と 話し 

た、 複雑な 色調の 調和と、 単純な 調和と 云う こと を こ 

の 二つの 作に ついて 感じた。 両方ながら 完全な もの だ 

と 云える。 けれども その 完全 さが まるで 異ぅ。 

ドスト イエ フス キ— の 調和、 完全な 美 は、 幾 色 もの 

完全な 調和で ある。 漱石 氏の は、 白と 金の 調和 だ。 二 

者の 間に は 一 一 つ の 国民性の 差が 著しく あらわれて 居る _ 



> } ゝ。 

ろう 力 

一 、 彼が (すべて 私の 推量に よれば) —— 百 十二 

三 歳のと き。 g 十五 六 歳のと き、 

〇 「おじいさん 何 か 昔のお 話 をき かせて 下さいと さ 

「何？ 昔のお はなしかね、 …… ハイ 昔のお はなし、 

兆 .SB. 

彼 は 長火鉢の 上に のつ て 居た くり ものの 桃の 菓子器 

か 何 か を さした。 

〇 三 太郎と 云う 猫が ひろって 育てて ある。 



〇 日本 武の 尊が、 きず を 洗った 古湯。 

〇 穴 * の 彼方に 大変 狐が 居た。 狐火。 で 汽車が と 

まった。 

はだかろ— そくの ような 形で 又 炬火の 小さい ような 

ものである。 美く しい、 ヒラ ヒラ、 ヒ ラヒラ ともえて 

行く。 

小 林 区の 御 役人が 来る ので、 待って 居る と、 それが 

見える。 



架空 索道 

( 一 ) 索道 は、 今から 五 年 前に 出来た。 

(二) もい わ、 の 村から 荷 を 運搬す るた めで、 十二 円 

五十 銭ず つの 株式 組織で ある。 が、 今 は 利益 は 全然な 

く、 二 円 五十 銭、 三 円で、 一 株が 売買され る ことにな つ 

て 居る。 

(三) 今のところ 廃す る 問題 はない が、 こんど 改築の 

ときが あやしい 位 費用 だ おれに なって 居る。 

もい わ、 の 鉱山から どしどし 鉱石で も 出れば、 又 鉱山 

の 専有に でも なれば 有望で ない こと もない。 



(四) 価格の やすい もの はやす い 金で とりあつかって 

くれる。 ときどき 荷が 落ちる ことがある。 会社で、 そ 

の 代 を はらう。 

(五) 何 か 一 つど こかで 荷が 落ちる と、 その 震動が ど 

こまで も 伝る。 そして あの 椅子が 少し 弾む ようになつ 

たと きに あのく い ついた ところが はなれる。 

(六) 箇 人的の もの を とりあつかって、 とめ 置き も、 

配達 もして くれる。 ときには、 もい わの 田舎 人が 自分 

のかい もの をのせ て 行つ て もらう こと も ある。 
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